秘　密　保　持　契　約　書

神戸市公立大学法人（以下｢甲｣という。）ならびに　　　　　　　　　　　　（以下｢乙｣という。）は、 神戸市外国語大学 インターネット出願システム導入及び運用・保守業務委託 を検討（以下｢本検討｣という。）するにあたり、相互に開示する秘密情報の取り扱いに関し、以下の通り合意し、契約を結ぶ。
第1条 秘密情報

本契約において｢本秘密情報｣とは甲および乙が本検討に必要と判断し、文書（図面、フィルム、磁気ディスク、電子メールなどの媒体を含む）あるいは口頭で相手方当事者に開示する技術上または営業上の秘密情報をいい、開示当事者は開示物上に｢秘密｣、｢Confidential｣（またはそれに相当する）と表記し、それが困難な場合は口頭で秘密情報である旨を告げ、その後７日以内に当該秘密情報を文書化し、相手方当事者に提出する。また甲乙は本検討を行っている事実ならびに本契約の存在とその内容も本秘密情報として取り扱う。

第2条 秘密保持の例外

第１条の定めにも拘らず、甲乙は次の何れかに該当することを証明できる情報については同条に定められた何れの義務も負わない。

（1） 開示時に既に公知となっている情報

（2） 開示時に開示を受けた当事者が既に知っていた情報

（3） 開示後に開示を受けた当事者が当事者の責に帰すべからざる事由により公知となった情報

（4） 開示後に開示を受けた当事者が秘密保持義務を負うことなく合法的に入手した情報

（5） 開示を受けた当事者が秘密情報とは無関係に独自に開発した情報

第3条 保証

本秘密情報の開示当事者は、その情報を開示する正当な権限を有していることを保証する。

第4条 取り扱い

本秘密情報の開示を受けた当事者はその取り扱いについては次の各号の定めに従う。

（1） 本秘密情報を本検討の目的のみに使用し、開示当事者の書面による事前承諾なしに、これ以外の目的に使用しないものとする。

（2） 本秘密情報を本検討の目的であっても開示当事者の書面による事前承諾なしに第三者に開示、漏洩しない。

（3） 本秘密情報の漏洩を防ぐため、善良なる管理者の注意義務をもって管理する。

（4） 本秘密情報に接触する者を、本検討のために本秘密情報を知る必要のある自己の役員および従業員に限定し、本契約の内容を事前に知らしめ遵守させる。

（5） 開示当事者からの要請があった場合、有形の本秘密情報を速やかに相手方に返却あるいは破棄する。

第5条 確認事項

本契約における本秘密情報の開示は相手方当事者に対する開示当事者の有する特許、実用新案、ノウハウその他の無体財産権の譲渡または実施権の許諾を意味するものではない。また本秘密情報の開示および受領は一切の取引を行う義務を伴うものではなく、本検討と同様または類似の検討を本契約に定められた秘密保持義務を遵守した上で、自らまたは第三者との間で行うことの妨げにはならない。

第6条 有効期間

本契約は本契約締結日から２年間有効とする。ただし第３条、第４条、第５条の規定は本契約終了後も５年間有効に存続する。

第7条 準拠法

本契約は、日本国内法に従って解釈される。

第8条 協議解決

本契約の条項の解釈および本契約に定めのない事項について疑義または紛争が生じた場合、当事者は誠意をもって協議による解決を図る。協議にて解決できない場合は、東京地方裁判所を専属管轄裁判所とする。

本契約の証として、本書２通を作成し、甲乙記名捺印の上、各１通を保有する。
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